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広報こうさ　R5.9

人のうごき（７月31日現在）

総人口

　１０，１７６人　男 4,890人／女 5,286人

前月比

　－１５人　　　　　男 －３／女 －12

　○出生　　 ３人 　○死亡　　14人
　○転入　　17人 　○転出　　20人

総世帯数

　４，４３３世帯　　前月比　＋８

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）

━━━━  表紙の写真 ━━━━

８月10日（木）～13日（日）
４年ぶりに台湾と本町の中高
生との国際交流が行われまし
た。写真は甲佐神社で撮影し
たものです。お賽銭の文化は
日本独自のものとのこと。台
湾の皆さんのお金を投げ入れ
る行為には、少し戸惑う様子
が見られました。
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■
甲
佐
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る

　
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　
10
月
１
日
（
日
）
甲
佐
の
秋
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
「
甲
佐
蚤
の
市
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
空
き
家
や
空
き
店
舗
が
目
立
つ

商
店
街
の
活
性
化
や
町
内
外
の
若

者
な
ど
の
交
流
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
目
的
に
、
甲
佐
町
商
工
会
の

青
年
部
を
中
心
と
し
た
甲
佐
蚤
の

市
実
行
委
員
会
（
大
滝
祐
輔
委
員

長
）
が
主
催
。

　
町
内
外
か
ら
駆
け
つ
け
た
お
店

に
は
、
店
主
自
慢
の
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
や
色
と
り
ど
り
の
手
作
り
雑
貨

が
並
び
ま
す
。
宝
探
し
を
す
る
よ

う
に
あ
な
た
だ
け
の
一
品
を
、
こ

の
日
限
り
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
や
陽
気
な
音

　
楽
も
会
場
に
や
っ
て
来
る

　
今
年
も
甲
佐
の
秋
の
田
園
風
景

を
楽
し
め
る
２
階
建
て
の
ロ
ン
ド

ン
バ
ス
や
陽
気
な
音
楽
を
奏
で
る

路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
な
ど
が
登
場

予
定
。

　
ま
た
、
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
、
甲

佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」

認
定
品
を
は
じ
め
、
町
内
外
の
飲

食
店
が
出
店
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　
令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）
午

　
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

▼
出
店
者

・
物
販
…
約
80
店

・
飲
食
…
約
30
店

▼
会
場

　
甲
佐
町
商
店
街
一
帯

▼
駐
車
場
（
予
定
）

・
甲
佐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
甲
佐
町
商
工
会
横
臨
時
駐
車
場

・
甲
佐
町
役
場

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。

▼
甲
佐
蚤
の
市
実
行
員
会

　
（
甲
佐
町
商
工
会
内
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

甲佐の秋の風物詩「甲佐蚤の市」が開催
COSA NOMINOICHI VOL.11

i お 知 ら せ
▼

あ
な
た
だ
け
の
宝
物
を
探
し
に
商
店
街
へ
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

イ
ベ
ン
ト
開
催

の
最
新
情
報
は
、

公
式
ホ
ー
ム
御

ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
▼
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16 年間を振り返る
奥名克美町長退任のあいさつ奥名克美町長退任のあいさつ

▲冬営業を開始した甲佐町やな場

▼子育て支援住宅「ヴェルデ甲佐」

　
こ
の
た
び
、
８
月
31
日
の
任
期
満
了
を
も
ち
ま
し

て
、
４
期
16
年
間
に
わ
た
る
町
長
職
を
退
任
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
９
月
か
ら
第
８
代
目

の
甲
佐
町
長
に
就
任
し
、
今
日
ま
で
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
公
私
と
も
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、

無
事
に
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
16
年
前
の
初
当
選
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
一
貫

し
て
、「
甲
佐
町
の
再
生
と
町
政
の
安
定
」
を
政
治

信
条
と
し
て
町
政
運
営
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
そ
う
し
た
町
の
姿
勢
が
国
や

県
と
の
強
い
信
頼
関
係
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
従
前
か
ら
の
多
く
の
町
の
課
題
や
懸
案
事
項
を

解
決
に
導
く
こ
と
が
で
き
た
例
も
少
な
く
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
私
は
、〝
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
甲
佐
町
を
何
と
か
し
た
い
〞
と
の
強
い
思
い

か
ら
町
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
町
長

に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
町
長
就
任
後
は
、
第
３
子
以
降
の
出
産
祝
い
金
の

増
額
や
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
な
ど

に
よ
る
子
育
て
支
援
の
強
化
に
努
め
る
一
方
、
地
域

活
性
化
の
一
翼
を
担
う
「
特
産
品
開
発
事
業
」
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
東
北
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
本
町
も
宮
城
県
東
松
島
市
へ
職
員
を
派
遣
す
る

な
ど
、
東
日
本
大
震
災
に
学
び
、
国
土
交
通
省
、
町

の
建
設
業
協
会
な
ど
と
の
大
規
模
災
害
時
の
支
援
協

定
を
締
結
し
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
も
平
成
28
年
４
月
に
熊
本
地
震
、
６
月
に

梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
と
立
て
続
け
に
未
曾
有
の
大
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
町
民
の
皆
さ
ま

が
一
刻
も
早
く
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
環
境
を
整

え
て
復
旧
・
復
興
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

り
災
証
明
書
発
行
に
向
け
た
家
屋
被
害
調
査
を
い
ち

早
く
実
施
し
、
続
く
応
急
仮
設
住
宅
建
設
お
よ
び
家

屋
解
体
な
ど
は
県
下
で
最
初
に
着
手
い
た
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
に
は
、
住
ま
い
復
興
拠
点
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
、
田
口
橋
の
改
修
、
更
に
は
熊
本
地
震
か

ら
の
復
興
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
を
進
め
、
今
年
３

月
に
完
成
し
た「
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
」（
通
称：

Ｋ
パ
ー
ク
こ
う
さ
）
な
ど
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た

復
旧
・
復
興
の
道
の
り
を
思
う
と
感
慨
深
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
退
任
を
迎
え
る
今
、
町
長
と
し
て
や
り
遂
げ
ら
れ

な
か
っ
た
事
業
も
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
ゴ
ー

ル
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
引
き
続
き
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
町
政
に
対
す
る
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
「
ふ
る
さ
と
甲
佐
」
で
本
当
に
多
く
の
人
と

語
ら
い
、
県
内
お
よ
び
近
隣
の
自
治
体
首
長
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
が
、
私
の
大
き

な
宝
と
な
り
ま
し
た
。
16
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

町
政
の
舵
取
り
役
と
い
う
重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
町
民
の
ご
厚
情

に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
～
）

〇
町
長
就
任

●
平
成
20

〇
第
３
子
以
降
の
出
産
祝
い
金
の
増
額

●
平
成
21

〇
甲
佐
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
発
足

〇
統
合
甲
佐
小
学
校
の
校
舎
・
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

〇
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化

〇
特
産
品
開
発
事
業
に
着
手

●
平
成
22

〇
「
緑
川
上
流
通
漕
碑
」、「
下
豊
内
の
逆
修
碑
」、「「
薬
王
寺
の

　
宝
篋
印
塔
」、「
津
志
田
の
逆
修
碑
」
が
町
指
定
文
化
財
と
な
る

〇
町
内
全
域
を
対
象
と
し
た
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

●
平
成
23

〇
第
６
次
甲
佐
町
総
合
計
画
策
定

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
町
職
員
を
派
遣

〇
国
交
省
と
「
大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

〇
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
合
同
調
印
式

●
平
成
24

〇
国
、
県
、
町
が
配
信
す
る
災
害
情
報
を
携
帯
電
話
で
受
信
で
き
る

　
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
配
信
開
始

〇
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
認
定
制
度
開
始

●
平
成
25

〇
甲
佐
中
学
校
新
校
舎
完
成

〇
「
新
甲
佐
町
史
」
発
行

〇
「
ろ
く
じ
館
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
平
成
26

〇
乙
女
・
大
沢
水
地
区
農
免
農
道
が
開
通

●
平
成
27

〇
国
交
省
で
「
甲
佐
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
が
登
録

●
平
成
28

〇
熊
本
地
震
（
４
月
）、
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
（
６
月
）
発
生

●
平
成
29

〇
甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

●
平
成
30

〇
甲
佐
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
始

〇
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
整
備
開
始

〇
第
四
水
源
（
田
口
）
水
道
供
給
開
始

●
平
成
31

〇
子
育
て
支
援
住
宅
「
ヴ
ェ
ル
デ
甲
佐
」、
災
害
公
営
住
宅
、

　
防
災
公
園
完
成

〇
地
震
で
被
災
し
た
田
口
橋
が
開
通

〇
乙
女
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

●
令
和
２

〇
井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」、

　
古
民
家
交
流
拠
点
施
設
（
旧
西
村
邸
）
が
オ
ー
プ
ン

●
令
和
３

〇
陣
ノ
内
城
跡
が
国
史
跡
に
指
定

〇
美
里
町
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

〇
第
７
次
甲
佐
町
総
合
計
画
策
定

●
令
和
４

〇
美
里
町
と
「
避
難
所
相
互
利
用
に
関
し
て
定
め
た
覚
書
」
を
締
結

〇
や
な
場
冬
営
業
開
始

●
令
和
５

〇
「
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
」
全
面
供
用
開
始

〇
美
里
町
の
図
書
室
と
の
相
互
利
用
が
開
始

〇
町
長
退
任

奥
名
町
政
16
年
間
の
主
な
出
来
事

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
〜
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▲整備された災害公営住宅（甲佐地区） ▲「陣ノ内城跡」国指定答申に関する記者発表 ▲甲佐ブランド「こうさんもん」のロゴマーク ▲冬営業を開始した甲佐町やな場

▼復興のシンボル「熊本甲佐総合運動公園」」完成式典 ▼美里町との包括連携協定締結式 ▼田口橋の開通式 ▼子育て支援住宅「ヴェルデ甲佐」

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
～
）

〇
町
長
就
任

●
平
成
20

〇
第
３
子
以
降
の
出
産
祝
い
金
の
増
額

●
平
成
21

〇
甲
佐
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
発
足

〇
統
合
甲
佐
小
学
校
の
校
舎
・
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

〇
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化

〇
特
産
品
開
発
事
業
に
着
手

●
平
成
22

〇
「
緑
川
上
流
通
漕
碑
」、「
下
豊
内
の
逆
修
碑
」、「「
薬
王
寺
の

　
宝
篋
印
塔
」、「
津
志
田
の
逆
修
碑
」
が
町
指
定
文
化
財
と
な
る

〇
町
内
全
域
を
対
象
と
し
た
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

●
平
成
23

〇
第
６
次
甲
佐
町
総
合
計
画
策
定

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
町
職
員
を
派
遣

〇
国
交
省
と
「
大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

〇
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
合
同
調
印
式

●
平
成
24

〇
国
、
県
、
町
が
配
信
す
る
災
害
情
報
を
携
帯
電
話
で
受
信
で
き
る

　
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
配
信
開
始

〇
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
認
定
制
度
開
始

●
平
成
25

〇
甲
佐
中
学
校
新
校
舎
完
成

〇
「
新
甲
佐
町
史
」
発
行

〇
「
ろ
く
じ
館
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
平
成
26

〇
乙
女
・
大
沢
水
地
区
農
免
農
道
が
開
通

●
平
成
27

〇
国
交
省
で
「
甲
佐
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
が
登
録

●
平
成
28

〇
熊
本
地
震
（
４
月
）、
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
（
６
月
）
発
生

●
平
成
29

〇
甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

●
平
成
30

〇
甲
佐
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
始

〇
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
整
備
開
始

〇
第
四
水
源
（
田
口
）
水
道
供
給
開
始

●
平
成
31

〇
子
育
て
支
援
住
宅
「
ヴ
ェ
ル
デ
甲
佐
」、
災
害
公
営
住
宅
、

　
防
災
公
園
完
成

〇
地
震
で
被
災
し
た
田
口
橋
が
開
通

〇
乙
女
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

●
令
和
２

〇
井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」、

　
古
民
家
交
流
拠
点
施
設
（
旧
西
村
邸
）
が
オ
ー
プ
ン

●
令
和
３

〇
陣
ノ
内
城
跡
が
国
史
跡
に
指
定

〇
美
里
町
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

〇
第
７
次
甲
佐
町
総
合
計
画
策
定

●
令
和
４

〇
美
里
町
と
「
避
難
所
相
互
利
用
に
関
し
て
定
め
た
覚
書
」
を
締
結

〇
や
な
場
冬
営
業
開
始

●
令
和
５

〇
「
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
」
全
面
供
用
開
始

〇
美
里
町
の
図
書
室
と
の
相
互
利
用
が
開
始

〇
町
長
退
任

奥
名
町
政
16
年
間
の
主
な
出
来
事

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
〜

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
〜

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
〜

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
〜

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
〜

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
〜

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
〜

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
〜

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
〜

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
〜

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
〜

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
〜

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
〜

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
〜

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
〜

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
〜

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
〜
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台湾の中高生と国際交流を深める

　台南市の中学生・高校生15人と引
率の教師など総勢20人が、８月10日
（木）に井戸江峡交流拠点施設
「COMMON ＩＤＯＥ」で、本町の
中高生と対面し、交流を開始しました。
甲佐町国際交流協会会長の田上浩輝教
育長が歓迎のあいさつを述べ、本町を
代表して上妻士郎さん（岩下一区・甲
佐中３年）が「日本の歴史や文化を学
びながら、楽しい３日間にしましょ
う」とあいさつしました。
　参加者たちは、宿泊交流や川平キャ
ンプ場で染め物を体験し、やな場や甲
佐神社を見学。また、南阿蘇村でのそ
ば打ち体験、草千里、熊本城などで日
本の文化を学びつつ、生徒同士の交流
を深めました。

　８月10日（木）～13日（日）台湾台南市の中高生が国際交流で本町を訪れました。
　自然や文化など、生活習慣の違う環境の中での交流事業を通して国際社会に対応できる人材を育成
していくことを目的に、甲佐町国際交流協会が平成27年度から台南市の土城高級中学校との相互交流
を実施しており、今年度は台湾から来町。本町の中高生などと交流しました。

台湾台南市の中・高校生が本町を訪問

　海外の人と交流できる機会はなかなかな
いと思い、参加しました。日本語が伝わら
ないので簡単な英語で話したり身振りや手
振りを使ったりしてコミュニケーションを
とりました。今回の経験で外国に興味がわ
きましたので、実際に海外へ行ってさまざ
まな文化に触れてみたいと思いました。

外 国 に 興 味 が
わ き ま し た

甲佐中学校３年
上妻 士郎 さん
（岩下一区）

　中学１年生のときに、この事業で台湾へ
行き、台湾の文化や交流を楽しみました。
今回は迎える側として日本の文化を知って
欲しいと思い、応募しました。前回はあま
り自分から話すことができませんでしたが、
今回は積極的に話しかけることができまし
た。機会があればまた台湾に行きたいです。

今回は台湾の皆さん
を迎える側として

熊本商業高校２年
眞下 一蓮 さん
（下横田区）

▲川平キャンプ場での染め物体験で交流を深める ▲甲佐神社で参拝の作法を学ぶ

▲宿泊施設でギター演奏を披露する台湾の生徒 ▲甲佐中学校を見学
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■
自
然
に
親
し
む
野
外
体
験

　

７
月
25
日
（
火
）
〜
26
日

（
水
）
川
平
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
野

外
キ
ャ
ン
プ
「
あ
つ
ま
れ
子
ど
も

た
ち
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
１
泊
２
日
の

キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
、
緑
川
な
ど

の
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
、
共

同
生
活
す
る
こ
と
で
団
体
行
動
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
目
的

に
甲
佐
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民

会
議
（
奥
名
克
美
会
長
）
と
町
教

育
委
員
会
が
主
催
。
町
内
の
小
・

中
学
生
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
、
県
立
装
飾
古
墳
館

の
村
上
光
治
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
は
、
古
代
組
紐
づ
く

り
や
古
代
火
お
こ
し
な
ど
を
体
験
。

　
2
日
目
は
、
甲
佐
町
公
民
館
自

主
講
座
「
木
工
教
室
」
で
講
師
を

務
め
る
森
芳
輝
さ
ん
の
指
導
の
も

と
「
木
工
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
電
動
糸
の

こ
ぎ
り
を
使
い
、
動
物
な
ど
が
描

か
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ズ
ル
を

作
り
ま
し
た
。

自然に触れて心を豊かに
１泊２日野外キャンプ「あつまれ子どもたち」

ト ピ ッ ク ス

▼

自
分
た
ち
で
起
こ
し
た
火
で
炊
い
た
ご
飯
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る
子
ど
も
た
ち

▲火おこしを行う子どもたち

▲木工教室で電動糸のこぎりに挑戦する子どもたち
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▲甲佐未来塾で熱心に授業を受ける甲佐中の生徒たち ▲緑川改修期成会を代表して、廣瀬局長に要望書を手渡す奥名町長

　７月21日（金）甲佐中学校で「甲佐未来塾」が開
塾されました。同塾は、町教育委員会が同中（西本仁
史校長）の生徒の学力および地域の教育力の向上を図
ることを目的に開催。受講を希望した１～３年生の約
70人が参加しました。講師として卒業生や元教員な
どが夏休み期間を利用し、全14回の日程で英語と数
学の授業を実施しました。

甲佐中生徒に学びの機会を
甲佐未来塾が７月21日（金）開塾

　７月20日（木）緑川水系の治水対策などの事業や
管理を行う国土交通省に対して、緑川改修期成会（奥
名克美副会長）が堤防の整備など河川整備促進につい
て要望活動を行いました。奥名町長は「安全・安心な
地域づくりのために、緑川の早期整備の促進をお願い
いたします」と述べ、国交省水管理・国土保全局の廣
瀬昌由局長に要望書を手渡しました。

水害から地域を守るために
緑川の河川整備の促進を国交省に要望

こうさ の 話題

▲全国大会に出場した馬場美蘭選手 ▲九州大会に出場した濱結菜選手

　７月25日（火）～27日（木）宮城県で第８回プレ
ミアムリーグU-11チャンピオンシップに少年サッ
カーチーム「エスペランサ熊本」のメンバーとして馬
場美蘭選手（甲佐小６年・有安区）が出場し、得点ラ
ンキング８位に輝きました。馬場選手は「今大会で感
じた自身の課題である体幹や走力をはじめ、自信のあ
る技術をさらに磨いていきたいです」と話しました。

馬場美蘭選手が全国大会で躍動
第８回プレミアムリーグ U-11チャンピオンシップ2023

　７月１日（土）・２日（日）長崎で開催された第41
回九州柔道大会に甲佐町総合型地域スポーツクラブの
甲心館に所属する濱結菜選手（甲佐小５年・横田区）
が出場しました。濱選手は「九州大会に出場し、強い
対戦相手と試合ができて、良い経験になりました。２
回戦敗退で悔しいですが、次の大会では上位に入れる
ように練習に励みます」と話しました。

濱結菜選手が九州大会に出場
第41回九州少年柔道大会

8広報 こうさ 2023.9
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こうさの旬な情報を発信！

▲故山崎警部補慰霊祭に参列する参加者たち

　７月31日（月）仁田子の緑川河川敷に鎮座する故
山崎貴仁警部補の遺徳をしのび、慰霊祭が開催されま
した。慰霊祭は昭和46年７月31日に大雨で増水した
緑川の中州で助けを求める中学生の救助活動中に殉職
した山崎警部補の意思を受け継ぐために、御船警察署
が毎年、同人の命日に実施。同署の堀田博士署長や署
員などが参列し、冥福を祈りました。

地域の安心を守る誓いの日
故山崎警部補慰霊祭

▲北早川公民館で大正琴を演奏する「大正琴」教室の皆さん

　７月26日（水）北早川公民館で町公民館出前講座
「大正琴演奏会」が開催され、地域住民ら13人が琴の
音色を楽しみました。大正琴は、鍵盤を左手で押さえ
て右手のピックで弾きながら演奏する琴の一種。町公
民館自主講座の「大正琴」教室に参加する７人が、「荒
城の月」や「ふるさと」などを披露しました。参加者
からは琴の音色と一緒に口ずさむ姿が見られました。

大正琴の音色に魅了
町公民館出前講座

　７月26日（水）町本庁舎で本町へ寄附いただいた
株式会社三浜測量設計社（熊本市・志水共一代表取締
役）と山王株式会社（熊本市・深水弘一代表取締役）
に感謝状が贈られました。
　株式会社三浜測量設計社は、九州内で測量業・設計
業・補償コンサルタント業を主に行う企業で、例年あ
ゆまつりの花火に協賛いただいています。
　山王株式会社は橋梁補修工事、土木工事、建築工事
などを行う企業で、本町の熊本地震からの復旧・復興
として町が計画した「住まい復興拠点施設」の災害公
営住宅などの建設にも携わりました。
　今回、2社からいただいた寄附金は、安定した「し
ごと」を創出する基盤づくりや新しい「ひと」の流れ
による交流人口の拡大、関係人口の創出と定住促進な
どを基本目標とする、本町の地方創生の方向性などを
まとめた「甲佐町まち・ひと・しごと創生推進計画」
に基づく事業のために活用します。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

▲企業版ふるさと納税感謝状贈呈式に参加した株式会社三浜測量設計 
　社の志水なるみ副社長（上）と山王株式会社の深水啓太副社長（下）

9 広報 こうさ 2023.9
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　甲佐町フィットネスセンターでは、
９月23日（土）、30日（土）に「元
気が出る脳活教室」を実施します。
物忘れに悩む人、予防したい人はぜ
ひご参加ください。

● 元 気 が 出
　る脳活
　教室では、
脳トレや体
操など、認
知症予防に
効果的な体
操を行いま
す。教室の

特徴は、笑いながら！楽しみながら
運動をしていくことです。
　運動が苦手な人でも安心して参加
できますので、興味のある人は、ぜ
ひ甲佐町フィットネスセンターへお
問い合わせください。
・内容　ストレッチ・筋力トレーニ
　　　　ング・ラダー運動など
・時間　午前10時30分～
　　　　午前11時30分
・定員　20人
・参加費　施設使用料のみ
・準備物　室内シューズ・タオル・
　　　　　飲み物

Health
出口 萌 さん
( 保健師 )健康だより

お酒と上手に付き合いましょう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲甲佐町フィットネスセンターで実施する「元
気が出る脳活教室」にぜひお越しください

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
元気が出る脳活～若返らんか “ のう ” ～

今月の紹介者

　皆さんは普段どれくらいお酒を飲んでいますか。適量
のアルコールはストレス発散効果や血行促進、食欲増進
などの効果があります。しかし、過度の飲酒は肝臓への
影響だけではなく、肥満や生活習慣病の原因になるなど、
身体にさまざまな影響があります。
●体内でのアルコールの分解
　アルコールは胃から20㌫、小腸から80㌫が吸収され、
大部分が肝臓で処理されます。肝臓内でアルコールは、
吐き気や動悸などの原因となるアセトアルデヒドに分解
され、その後、酢酸へと分解。最終的に水と二酸化炭素
へ分解され、汗や尿、呼気と共に、体外へ排出されます。
●アルコールの適量はどれくらい ?
　一般的には１日の純アルコール量20㌘が適量と言わ
れています。女性は男性に比べ、アルコールの分解速度
が遅いため、男性の２分の１～３分の２程度が適量と言

われています。
　純アルコール量
20㌘の例として、
ビール中瓶（500㍉
㍑）１本、日本酒１
合 (180 ㍉㍑ )、焼
酎25度0.5～0.6合

（100㍉㍑）、ワイングラス２杯（200㍉㍑）、缶チュー
ハイ７㌫１本（350㍉㍑）です。
●お酒のエネルギー (kcal) について
　お酒はアルコール度数や量に注目されがちですが、エ
ネルギー（kcal）にも注目しましょう。例えば、ビール
500㍉㍑とご飯 1膳（150㌘）は同じくらいのエネル
ギーがあります。そのためお酒を飲みながらの食事は、
エネルギーの過剰摂取になりがちです。普段飲んでいる
お酒のエネルギー量を確認してみましょう。
●お酒と上手に付き合うために
　まずは普段の飲酒量を振り返り、適量より多い場合は、
減らしていくことが大切です。また、肝臓を休めるため
にも休肝日は必要です。週２日休肝日を設けましょう。
　空腹時に飲酒すると酔いやすく、胃にも負担がかかり
ます。お酒は、食事やおつまみと飲むようにしましょう。
一緒に食べるものは、脂質や塩分が多いものではなく、
アルコールの分解や肝臓の働きを助けてくれるたんぱく
質やビタミン類を含む、サラダや刺身、冷奴などを選ぶ
ようにしましょう。

●お問い合わせ先
　町健康福祉課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711
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●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

１日（金） 　身体測定（身長・体重）
４日（月） 　小麦粉粘土遊び
６日（水） 　お散歩
８日（金） 　ブロック遊び
11日（月） 　ぬり絵遊び
13日（水） 　おやつ作り（要予約）
15日（金） 　敬老の日のプレゼント作り
20日（水） 　ままごと遊び
22日（金） 　製作
25日（月） 　砂場遊び
27日（水） 　パズル遊び
29日（金） 　しゃぼん玉遊び

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

舛永 士
し き

毅 ちゃん（４歳）
　父・諒 さん　
　母・桃花 さん　（下田口区）

　パパだいすき！

　 ４か月児健診

　　９月21日（木）　午前９時

　　10月19日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　９月21日（木）　午前10時

　　10月19日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　10月６日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　９月12日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　10月20日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　９月12日（火）　午後１時20分

９月・10月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　９月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

月　日 当番医 電話番号

９月３日 谷 田 病 院 096-234-1248

９月10日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

９月17日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

９月24日 谷 田 病 院 096-234-1248

舛永 明
め い さ

紗 ちゃん（１歳）
　父・諒 さん　
　母・桃花 さん　（下田口区）

　保育園たのしいな！
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■
動
物
愛
護
週
間
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

　
９
月
20
日
〜
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
で

す
。
同
週
間
は
、
動
物
の
愛
護
や
適
正
な

飼
養
に
つ
い
て
広
く
理
解
・
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
ペ
ッ
ト
も
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
動
物
も
、
当
然
な
が
ら
大
切
な
命
で

す
。
今
月
は
動
物
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
図
鑑
や
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
、
生
き

物
の
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
、

動
物
愛
護
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
も

の
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ご
家
族

で
動
物
愛
護
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
９
月
14
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　
お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
図
書
室
内
）

夜になると激しく遠吠えするようになっ
た 17 歳の未来（柴犬・メス）。あっち
こっちトイレなど初めてのことに戸惑っ
ていた飼い主が、老犬と暮らすコツを紹
介。認知症対策や介護の知恵など、「老
いじたく」のヒントが満載。

巨大地震が発生。地下の危険地帯に取り
残された女性は、目が見えず、耳も聞こ
えない。崩落と浸水で救助隊の侵入は不
可能で、タイムリミットは６時間。運命
はドローンを操るハルオに託され…。感
情を揺さぶられる１冊。

世界的音楽家、最後の言葉。自らに残さ
れた時間を悟り、教授は語り始めた。創
作や社会運動を支える哲学、国境を越え
た多彩な活動、坂本家の歴史と家族に対
する想い、ガンと共に生きること…。最
晩年までの足跡を未来に遺す自伝。

家を飛び出した中２の百合。目をさます
と、そこは戦時中の日本だった。偶然通
りかかった彰に助けられた百合は、彼に
惹かれていくが、彼は特攻隊員で…。戦
争とは何かを考えさせられる１冊。今年
12 月公開映画の原作。

龍馬のハッタリ、クレオパトラの謎、タ
イタニック探査の裏話…。謎に包まれた
文明や人類のいとなみを示す物的証拠が
数多く埋没している水中の遺跡。それら
を研究調査する、日本の水中考古学の第
一人者が紹介します。

小説 一般図書

乱菊
　辻堂 魁 著／光文社

うちの犬が認知症になりまして
　今西 乃子 著／青春出版社

アリアドネの声
　井上 真偽 著／幻冬舎

あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。
　汐見 夏衛 著／スターツ出版

ぼくはあと何回、満月を見るだろう
　坂本 龍一 著／新潮社

水中ミステリー
井上 たかひこ 著／東京新聞出版

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

18 歳の春、首斬人として生業を継いだ
別所龍玄。不浄だが清々しい男の矜持と
家族への慈愛、武士の無念を描いた、気
迫と感涙の時代小説です。「両国大橋」「鉄
火と傳役」など全４話を収録。読み応え
のある１冊です。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲動物愛護週間コーナーにぜひお越しください

◀
陣
ノ
内
城
跡
を
下
っ
た
場
所
に

　
生
息
す
る
「
コ
モ
チ
シ
ダ
」
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■
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

　
を
開
催
し
ま
し
た

　
７
月
27
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
５
年
度
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
甲
佐
町
人
権
教
育

推
進
協
議
会
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
基
本
方
針（
抜
粋
）

　
す
べ
て
の
町
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め

に
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
差
別
の

な
い
、
明
る
く
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
。
そ
の
た
め
、
部
落
差
別
（
同
和
問

題
）
を
人
権
教
育
の
重
要
な
柱
と
し
て
捉
え
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
人
権
意
識
を
培
い
、

差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権
教
育
を
推

進
す
る
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
部
落
差
別
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
単
に

人
権
問
題
を
知
識
と
し
て
学
ぶ
だ
け
で
は
な

く
、
身
近
な
日
常
生
活
に
お
い
て
、
互
い
の

人
権
を
尊
重
す
る
態
度
や
行
動
を
培
う
こ
と

の
で
き
る
人
権
感
覚
を
養
う
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
町
民
の
日
常
生
活
の
中
で
の
意
識

や
行
動
に
成
果
が
表
れ
る
よ
う
な
啓
発
な
ど

を
実
施
し
、
広
く
住
民
に
浸
透
さ
せ
る
取
り

組
み
を
強
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
本

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
活
動
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
に

加
え
、
第
51
回
熊
本
県
人
権
教
育
研
究
大
会

が
上
益
城
地
区
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
広
く
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

▲甲佐町人権教育推進協議会総会で話し合う参加者たち

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権
教
育
を
推
進

　永いこと「陣ノ内館」として親しまれていましたが、
新しく「陣ノ内城」と呼称が変わり２年になろうとし
ています。壮大な陣容を誇ることから権力の度合も大
方想像できます。そこで別の角度からものを見るのも
面白いと思い、この周辺の植物について述べてみました。
　まず、春先になると白い可憐な花「スズシロソウ」
が私達をお出迎え。最近は温暖化のせいか少し早いよ
うな気もします。暑い時はドングリ（クヌギ）の大木が、
日陰を演出してくれます。風が吹いた時のオドリコソ
ウのピンクの花びらが揺れる姿は見事です。近年よく
外来種の問題が取り沙汰されていますが、この壮大な
敷地にあって「ススキ」は、まだ外来種の「セイバン
モロコシ」にとって代わられてはいません。
　そうこうしながら下って行くと正面に緑色のシダの
群生を見ることが出来ます。私は最初「オオカグマ」
かと思っていましたが、県の博物館ネットワ―クセン
ター（宇城市）によると、「コモチシダ」とのこと。そ

の傍にはこれまた「ヘラシダ」も見られます。その両
方が約500㍍にわたって群生している様は圧巻です。
　更に運が良ければここで「ソクシンラン」という可
愛い花に出会えると思いますよ。このように見方を変
えるとお城を散策する楽しみが倍増する事間違いあり
ません。

「陣ノ内城跡の植物」文化財探訪

◀
陣
ノ
内
城
跡
を
下
っ
た
場
所
に

　
生
息
す
る
「
コ
モ
チ
シ
ダ
」

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線324）

町文化財保護委員　石坂 妙（吉田区）

～第117回～
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■
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　
（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト
（
大
滝
祐
輔
代

表
）
は
、
甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
一
員
と
し
て
、
交
流
人
口
増
加

に
よ
る
地
域
経
済
の
循
環
を
通
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

「
井
戸
江
峡
キ
ャ
ン
プ
場
」
は
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
指
定
管
理
者
（
一

社
）
パ
レ
ッ
ト
に
よ
り
、
令
和
２
年
７

月
か
ら
井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設
「
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」
と
し
て
運
営

を
ス
タ
ー
ト
し
、
観
光
客
と
地
域
住
民

の
交
流
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。

■
３
周
年
感
謝
祭
を
開
催

　

７
月
28
日
（
日
）
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
３
年
を
迎
え
る
同
施
設
で
感
謝

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

向
け
、
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
し
た
い

と
（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト
が
主
催
。
ア
ユ

の
つ
か
み
取
り
や
ニ
ラ
投
げ
大
会
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
露
店

に
は
、
に
ら
メ
ン
コ
や
ア
ユ
の
塩
焼
き

な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

▲抽選会で商品を受け取る参加者（左）とアユのつかみ取り
を楽しむ子どもたち

井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」
で
３
周
年
感
謝
祭
が
開
催

■
盆
踊
り
大
会
に
参
加

　
７
月
23
日
（
日
）
第
72
回
あ
ゆ
ま
つ
り

で
甲
佐
高
校
の
生
徒
た
ち
が
盆
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
が
行
わ
れ
た
の
は
４
年
ぶ
り
。

５
団
体
約
１
２
０
人
が
参
加
し
、
商
店
街

を
踊
り
な
が
ら
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
甲
佐
高
校
は
生
徒
、
保
護
者
、
職
員
の

約
20
人
が
参
加
。
甲
佐
高
校
の
法
被
に
身

を
包
み「
甲
佐
音
頭
」、「
火
の
国
太
鼓
」、「
甲

佐
大
橋
音
頭
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
は
卒
業
生
や

保
護
者
か
ら
の
温
か
い
声
援
を
受
け
、
参

加
者
は
終
始
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
「
初
め
て
の
盆
踊
り

で
し
た
が
、
沿
道
に
い
る
皆
さ
ん
の
手
拍

子
や
温
か
い
声
援
を
受
け
、
と
て
も
楽
し

い
雰
囲
気
の
な
か
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
竹
あ
か
り
で
あ
ゆ
ま
つ
り
を
彩
る

　
同
日
、
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
は

甲
佐
高
校
の
美
術
部
や
松
橋
西
支
援
学
校

上
益
城
分
教
室
の
生
徒
た
ち
が
制
作
し
た

竹
あ
か
り
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
た
ち
は
竹
あ
か
り
の
美
し
い
光

に
魅
了
さ
れ
、
足
を
止
め
観
覧
し
た
り
、

写
真
を
撮
影
し
た
り
す
る
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

甲
佐
高
校
生
が
盆
踊
り
と
竹
あ
か
り
で

あ
ゆ
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る

▲盆踊りに参加する甲佐高校の生徒たち（上）と甲佐高校
の生徒たちが制作した竹あかり（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 06

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041

多くの人が訪れる場所に
　たくさんの方々にご参加いた
だきありがとうございました。
当施設も皆様のおかげで開業３
周年を迎えることができました。
今後も地域の魅力を発信しつつ、
交流を深めるイベントなどの機
会をつくっていきます。

松岡 義明 さん
（一社）パレット
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日 月 火 水 木 金 土
８/27

 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）

８/28

 口座振替日
 （町税務課）
 始業式
 （町内小中学校）

８/29

 

８/30

 

８/31

 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

１
 行政区配達 
 （町総務課）

２
 

３
 

４
 法律・人権・行政相談
 （町民センター）
 

５
 

６
 金婚夫婦表彰式
 （町総務課）
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

７
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

８
 

９

10
 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）
 

11 12
 

13
 

14
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

15
 行政区配達 
 （町総務課）

16

17
 

18
 

19
 心配ごと相談
 （町民センター）

20
 認知症についての
 相談会と家族のつどい
 （町福祉課）
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

21
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

22 23
 

24
 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）

25

 
 

26 27
 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

28
 口座振替日
 （町税務課）
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

29
 夜間窓口
 （町税務課）

30
 

※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R5.9 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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町からのお知らせ

　令和５年10月１日に「令和５年住宅・土地統計調査」が全国一斉に実施されます。
　空き家対策の重要性が高まるなかで、住宅・住生活に関連する基礎資料を得るために全国で実施され
る大切な調査です。調査の対象となったお宅には、９月23日から９月30の間に、知事が任命した調査
員が調査書類を配布しますので、インターネット回答、郵送および調査員への提出のいずれかの方法で
回答をお願いします。
●９月頃から順次、調査員が地区の巡回を開始します
　建物外観の確認や対象世帯への訪問などを行いますので、ご協力をお願いします。
※調査員や調査関係者には調査で知ったことに関する守秘義務を規定しています。安心してご回答くだ
　さい。
●令和５年住宅・土地統計調査についての詳細は総務省のホームページをご覧ください

【お問い合わせ先】
　町企画課　☎０９６‐２３４‐１１５４
　　　　　　　（内線２３７）

令和５年住宅・土地統計調査を実施します
あなたの回答が、日本の未来へ活かされます

か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
個
別
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
す

■ 
個
別
健
診
で
自
分
の
体
の
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
９
月
１
日
（
金
）
か
ら
個
別
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
〜
８
月
に
実
施

し
た
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

指
定
医
療
機
関
で
個
別
健
診
を
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
時
間
の
都
合
な
ど
で
集
団
健
診
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人
は
、
都
合
の
良
い
日
時
を
選

ん
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
個
別
健
診
で
自

分
の
体
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
個
別
健
診
の
対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
受
診
の
際
は
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
の
で
、
指
定
医
療
機
関
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
で
40
〜
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
７
〜
８
月
に

実
施
し
た
集
団
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

※
個
別
健
診
の
対
象
者
に
は
、
９
月
１
日

　
（
金
）
の
行
政
区
配
達
で
お
知
ら
せ
し
て

　
い
ま
す
。

※
受
診
券
が
届
い
た
人
で
も
、
国
民
健
康
保

　
険
の
被
保
険
者
資
格
が
な
い
場
合
は
受
診

　
で
き
ま
せ
ん
。

●
実
施
期
間

　
９
月
１
日
（
金
）
〜
12
月
28
日
（
木
）

●
健
康
診
査
内
容

　
体
格
検
査
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
Ｂ
Ｍ

Ｉ
）、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
（
血
中
脂
質

検
査
・
血
糖
検
査
・
肝
機
能
検
査
・
腎
機
能

検
査
）、
尿
検
査
、
医
師
の
診
察
な
ど 

※
が
ん
検
診
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
受
診
料
（
個
人
負
担
金
）

　
１
３
０
０
円

●
主
な
指
定
医
療
機
関

・
荒
瀬
病
院
（
甲
佐
町
緑
町
３
３
１
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

・
谷
田
病
院
（
甲
佐
町
岩
下
１
２
３
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

・
小
屋
迫
医
院
（
甲
佐
町
岩
下
96
‐
１
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

・桃
崎
整
形
外
科
（
甲
佐
町
緑
町
２
７
５
‐
20
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
１
１
１

※
そ
の
ほ
か
の
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

　
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
８
）

詳細は総務省ホームページを
ご覧ください▶

詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
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I n f o r m a t i o n

経済的負担を強いられている町内の事業者に補助金

国
民
年
金
付
加
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て

受
給
年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

■ 

国
民
年
金
付
加
年
金
保
険
で
将
来
の
受

給
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は
、
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
）
お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
を
除
く
）
が
、
定
額
保
険

料
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ

と
で
、
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

●
定
額
保
険
料
（
令
和
５
年
度
）

　
１
万
６
５
２
０
円
／
月

●
付
加
保
険
料

　
４
０
０
円
／
月

■ 

付
加
年
金
額
に
つ
い
て

　

付
加
年
金
額
は
、「
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数
」
で
す
。
例
え
ば
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、
付
加
保
険
料
月
額

４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
た
場
合
、
40

年
間
で
総
額
19
万
２
千
円
を
余
分
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
年
金
受
給
時
に
年
額

９
万
６
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
年

間
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

付
加
保
険
料
を
納
め
る
際
の
注
意
事
項

　
納
め
て
い
た
だ
く
際
、
次
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
付
加
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん

　
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

②
付
加
年
金
保
険
料
の
納
期
限
は
翌
月
末
日

　
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
期
限
か

　
ら
２
年
間
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

④
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
希
望
し

　
な
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
納
付
辞
退
申

　
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

⑤
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

　
付
加
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き

　
ま
せ
ん
。

⑥
月
末
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
の
場
合

　
お
よ
び
年
末
の
納
期
限
は
、
翌
月
最
初
の

　
金
融
機
関
な
ど
の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
熊
本
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
町

　
住
民
生
活
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
３
）

　町では、コロナ禍におけるエネルギー・食料品などの価格高騰により経済的負担を強いられている町
内事業者を支援するために「甲佐町価格高騰重点支援事業補助金」を給付します。
　補助金を受け取るには、申請書の提出が必要です。詳しくは、町企画課までお尋ねください。
●対象者（補助額）
・個人事業主（４万円）
　町内に事業所を有し、事業を営む個人で事業収入額が50万円以上の者
・法人（８万円）
　町内に本社もしくは事業所　を有し、事業を営む法人または町長が適当と認める町内に事業所などを
有する団体で、事業収入額１００万円以上の者
●申請期限
　10月31日（火）

【お問い合わせ先】
　町企画課　☎０９６‐２３４‐１１５４（内線２３２）

詳細は町公式ウェブサイトを
ご覧ください▶
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お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
関
す
る

事
業
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
充

実
と
返
礼
品
提
供
事
業
者
の
拡
大
な
ど
を

図
る
た
め
、
町
内
の
事
業
者
向
け
に
本
町

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
や
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
９
月
７
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

▼
会
場

　
甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

　
返
礼
品
登
録
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
お

よ
び
返
礼
品
の
登
録
に
関
心
の
あ
る
事
業
者

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
　
（
内
線
２
３
２
）

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
の
お
願
い
に
つ
い
て

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど

に
損
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
樹

木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
人

は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

　
県
で
は
、
９
月
を
熊
本
県
動
物
愛
護
月

間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
正
し
く
愛
情
を
持
っ
て
飼
育

で
き
て
い
る
か
、
災
害
時
の
備
え
が
で
き

て
い
る
か
な
ど
、
今
一
度
、
動
物
に
対
す

る
向
き
合
い
方
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
県
内
の
各
保
健
所
で
は

９
月
以
降
、
動
物
愛
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
生
活
相
談

窓
口
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
具
体
的
な

解
決
策
に
つ
い
て
助
言
や
交
渉
の
手
伝
い

を
し
ま
す
。
ま
た
、
多
重
債
務
に
関
す
る

相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
局
番
な
し
の
「
１
８
８
」
に
お
か
け
い

た
だ
く
と
、
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
相
談
は
無
料

（
通
話
料
金
は
か
か
り
ま
す
）
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
消
費
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
０
８

小
規
模
事
業
場
事
業
主
へ

従
業
員
の
健
康
管
理
に
取
組
み
ま
せ
ん
か

　
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
は
、
従
業
員

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
健
康
が
大
切
で
す
。

熊
本
県
で
は
、（
公
財
）
熊
本
県
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
小
規
模
事
業
場

へ
の
健
康
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
主
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
県
健
康
づ
く
り
推
進
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

・
出
張
健
康
セ
ミ
ナ
ー

・
出
張
保
健
指
導
（
40
歳
未
満
の
人
な
ど

　
が
対
象
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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歯
科
衛
生
士
の
資
格
を

取

得

し

ま

せ

ん

か

　
歯
科
衛
生
士
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
健

康
で
丈
夫
な
歯
を
保
つ
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
そ
の
人
に
あ
っ
た
お
口
の
健

康
管
理
を
支
援
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
歯
科

衛
生
士
の
資
格
を
取
得
し
て
、
お
口
に

あ
っ
た
正
し
い
歯
磨
き
や
管
理
の
方
法
を

学
び
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
ま

せ
ん
か
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
歯
科
医
師
会

　
☎
０
９
６
‐
３
４
３
‐
８
０
２
０

くらしの情報

町税などの滞納処分（７月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ２件

差し押さえ件数 ４件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 169,300円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
７月 年累計

人身事故 ０ ９

物損事故 ９ 107

盗難など ２ 5

７月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ＋１

原 野 10 ＋２

そ の 他 12 ＋１

合計件数 25 ＋４
8月15日現在

fire prevention

　浄化槽管理（設置）者には、浄化槽法で保守点検、清掃、法定検査の３つが義務付けられています。
　保守点検は機器の点検・調整・修理や消毒剤の補給を、清掃は浄化槽内にたまった汚泥などの引き抜き
や機器類の洗浄を行うものです。法定検査は、トイレの排水や生活雑排水をきれいにする浄化槽の維持管
理が適切に行われ、浄化槽がきちんと機能しているかを確認するためのものです。
　法定検査は熊本県が指定した検査機関（公益社団法人熊本県浄化槽協会）が行いますので、保守点検や
清掃を行っていても、次の表に従って必ず検査を受けてください。

※７条検査と11条検査は浄化構法で定められている検査です。

【お問い合わせ先】
・町環境衛生課　☎096-234-1169
・公益社団法人熊本県浄化槽協会　☎096-284-3355

浄化槽の法定検査を受けましょう！

検査名 対象 回数

７条検査（浄化槽設置後の水質検査）※ 新たに浄化槽を設置した人 浄化槽設置後３～８ヶ月以内に１回

１１条検査（定期検査）※ 浄化槽を設置している人 毎年１回

浄化槽設置の皆さんへ

毎年１回

熊本県生活排水
対策イメージ
キャラクター
“排水くん ”▶

熊本
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お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ

　　
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
５
年

度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

・
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
１
類
〜

　
第
６
類
）

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
時

　
11
月
５
日
（
日
）

▼
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
９
月
14
日
（
木
）
〜
22
日
（
金
）

・
電
子
申
請

　
９
月
11
日
（
月
）
〜
19
日
（
火
）

▼
受
験
地

　
熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

「
法
の
日
無
料
相
談
会
」
の

お

知

ら

せ

　
10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の「
法
の
日
」を
記
念
し
、

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
が
登
記
・

境
界
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題
な
ど
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
内
容

　
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
の
業
務

全
般
に
関
す
る
事
項

▼
日
時

　
10
月
７
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
相
談
時
間
は
１
組
30
分
ま
で

▼
場
所

　
御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
上
益

城
郡
御
船
町
大
字
木
倉
１
１
６
８
番
地
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
８
８
９

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業
紹
介
所

「
シ
ニ
ア
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
か
み
ま
し
き
」

　
シ
ニ
ア
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
か
み
ま
し
き
（
熊

本
高
年
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
）
で
は
、

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
仕
事
の
紹
介
・

相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
所
す
る

場
合
は
、事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
相
談
日

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
シ
ニ
ア
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
か
み
ま
し
き
（
県

上
益
城
振
興
局
福
祉
課
内
）

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
６
７
７
６

甲佐町シルバー人材センターであなたの知識・経験・技術を活かしませんか

　甲佐町シルバー人材センターは、高齢者にふさわ
しい仕事を家庭・企業および甲佐町などから引き受
け、会員に提供する公共的・公益的な団体です。就
業や収入の保障はありませんが、各人の希望と能力
に応じた働き方ができます。

●会員資格
　60歳以上の健康で働く意思がある人
●仕事の例
・技能を必要とする作業 : ペンキ塗り、植木の剪定
　と伐採、大工、左官、網戸張り替え
・屋内外の一般作業 : 建物、公園等清掃、除草、草刈、
　農作業手伝い、ゴミ片付け、引越時の室内清掃
・管理作業 : 公園管理

　７月７日（金）甲佐町シルバー人材センターが熊
本県シルバー人材センター連合会から令和５年度
「安全・適正就業優良センター」を受賞しました。同
センター（増田勇二事務局長）は就業中の事故発生
が少ないことなどが評価されました。

　【お問い合わせ先】
・甲佐町シルバー人材センター
　☎096-234-0423

■会員を募集しています

くらしの情報

■甲佐町シルバー人材センターが県で受賞

▼

奥
名
町
長
と
甲
佐
町
シ
ル
バ
ー

　
人
材
セ
ン
タ
ー
の
増
田
事
務
局
長
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９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

　
毎
年
９
月
10
日
〜
16
日
は
、
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
を
目

指
し
、
自
殺
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
得

る
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す
。
自
殺
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
原
因
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
し
、全
て
の
人
に
と
っ
て「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
身
近
に
相
談
で
き

る
人
や
相
談
窓
口
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・

無
料
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
相
談
窓
口

・
＃
い
の
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
☎
０
１
２
０
‐
０
６
１
‐
３
３
８

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

・
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

▼
子
ど
も
向
け
電
話
相
談
窓
口

・
子
供
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
窓
口

　
☎
０
１
２
０
‐
０
‐
７
８
３
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

く
ら
し
安
全

９

月

11

日

は

「
警
察
相
談
の
日
」

　　　
警
察
で
は
、
防
犯
や
交
通
に
関
す
る
こ

と
、
暴
力
団
な
ど
に
関
す
る
こ
と
、
子
ど

も
の
非
行
や
家
庭
内
暴
力
に
関
す
る
こ
と
、

ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
こ
と
、

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
を
感

じ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
警
察
安
全
相
談
室
へ
の
相
談
は
、
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
場
合
は
「
☎
＃
９
１
１
０
」、

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
で
は
「
☎
０
９
６
‐

３
８
３
‐
９
１
１
０
」
へ
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
の
主
な
相
談
窓
口

・
犯
罪
被
害
者
支
援
室

　
☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
０
１
１
０

・「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
相
談
ホ
ッ

　
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
２
５
６
７

・
性
犯
罪
被
害
者
の
悩
み
・
相
談

　
☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
１
２
５
４

・
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン
（
少
年
に
関
す
る

　
悩
み
・
相
談
）

　
☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
４
９
７
６

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報

甲佐町駅伝競争大会・地区対抗体力つくり駅伝競争大会が開催されます

　11月５日（日）甲佐町下豊内周回で
第53回甲佐町駅伝競走大会と第49回地
区対抗体力つくり駅伝競走大会が開催さ
れます。
　同大会は、町民に駅伝競走の醍醐味を
伝え、競技人口の底辺拡大と各選手間の
親睦融和を図ることを目的に甲佐町ス
ポーツ協会、町教育委員会、甲佐町陸上
競技協会が共催。大会当日は、皆さんの
熱い声援をよろしくお願いします。
　現在、大会出場チームを募集していま
す。出場希望者は、10月２日（金）午
後５時までに甲佐町スポーツ協会事務局
（町社会教育課内）までご連絡ください。

　【お問い合わせ先】
　甲佐町スポーツ協会事務局（町社会教育課内）　☎０９６ー２３４－２４４７（内線３２３）

●開催日　11月５日（日）
●開催場所　甲佐町豊内周回　町生涯学習センター東側スタート
　【町駅伝競争大会】
・開会式：甲佐町生涯学習センター・ホール　午前８時30分～　
・スタート：小学生の部　午前９時～　
　　　　　　男子、女子、男女混合の部　午前９時45分～
・閉会式：競技終了後
　【地区対抗体力つくり駅伝競争大会】
・開会式：甲佐町生涯学習センター・ホール　午前８時30分～
・スタート：午前11時～
・閉会式：競技終了後

※詳細は甲佐町スポーツ協会事務局
　（町社会教育課内）までお問い合わせください。

＼選手募集中／

◀
詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

　
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

こ
や
ら
し
か

　
浴
衣
姿
で
ハ
イ
ポ
ー
ズ 

広
田
み
ど
り

こ
や
ら
し
か

　
マ
マ
に
お
土
産
つ
く
し
ん
ぼ 

下
山　
千
恵

こ
や
ら
し
か

　
も
み
じ
の
手
て
で
耳
触
る 

志
垣　
　
光

こ
や
ら
し
か

　
カ
メ
ラ
に
寄
っ
て
ピ
ー
ス
す
る 

佐
藤　
　
葵

こ
や
ら
し
か

　
見
と
る
だ
け
で
ん
飽
き
ん
ば
い 

平
井
や
よ
い

こ
や
ら
し
か

　

他
所
の
孫
に
も
遣
い
銭 

長
原　
産
賀

こ
や
ら
し
か

　
三
歩
進
ん
で
ハ
イ
ハ
イ
し 

光
永　
　
六

こ
や
ら
し
か

　
靴
隠
し
帰
る
な
と
孫

 

井
元
あ
ざ
み

こ
や
ら
し
か

　
お
ま
け
の
品
も
入
れ
て
お
く 

日
高　
美
里

こ
や
ら
し
か

　
我
が
孫
な
が
ら
可
愛
く
て 

上
田　
梅
清

こ
や
ら
し
か

　
こ
ら
大
物
に
な
る
ど
ね
え 

中
村　
南
幸

こ
や
ら
し
か

　
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
で
お
ま
せ
ち
ゃ
ん 

北
川　
直
美

［
短
歌
］ 

塚
原
暁
益 

選

梅
雨
あ
け
て
暑
さ
き
び
し
く
疲
れ
を
り

育
て
し
花
に
元
気
も
ら
え
り 

赤
星　
文
子

初
盆
に
夫つ
ま

の
好
み
し
酒
供
え

遺
影
の
前
に
読
経
続
く 

池
田
キ
ヨ
子

久
々
に
鈍
行
列
車
の
旅
に
出
て

幼
き
日
々
に
思
い
を
馳
せ
る 

緒
方　
明
美

泡
玉
を
幾
つ
も
作
り
流
れ
ゆ
く

う
る
お
い
の
雨
早
苗
生
き
づ
き 

赤
星　
延
子

今
日
も
ま
た
コ
ロ
ナ
感
染
ニ
ュ
ー
ス
あ
り

マ
ス
ク
暮
ら
し
も
日
常
な
る
か 

内
田
乃
武
子

「
可
愛
い
ね
」
赤
ん
坊
知
ら
ず
手
か
ら
手
へ

抱
か
れ
て
足
も
手
も
ゆ
ら
ゆ
ら
と 

吉
永
由
紀
子

こ
の
夏
は
猛
暑
つ
づ
き
で
十
五
夜
の

月
の
光
も
熱
お
び
て
見
ゆ 

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～長月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

※
「
こ
や
ら
し
か
」
は
、
甲
佐
弁
で
「
思
い
や
り
の
感
情
を
持
つ
」、「
動
作
が
可
愛
い
」
の
意
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【作り方】
①洗ったナスにフォークなどで２～３カ所穴を
あけ、１本ずつピッタリとラップで包みます。
②①のナスを１本ずつ600㍗の電子レンジで３
分間加熱した後、ラップをしたまま冷やしま
す（急ぐ場合は水につけて冷やします）。
③ボウルにすべての調味料を入れ混ぜます。
④ナスが冷めたらヘタを取り、縦に細長く割きま
す（長い場合は半分に切り、割いてください）。
⑤③に④のナスと細く割いたカニカマを合わせ
たら完成です。
※食べる直前まで冷蔵庫で冷やしましょう。

秋ナスの酢の物

　ナスに含まれるカリウムは、高血圧の予防やむくみの解消に役立つってご
存じですか。旬の時は採れたてナスをたくさんもらったり、お店でも安く買
えたりしますよね。そんな時は上手に保存して、無駄なく食べましょう。

【ナスの保存方法】
１、【作り方】の①、②の作業後、冷めたら密閉の袋に入れて保存。
２、ナスを５～６㍉の輪切りにしてサッと水につけアクを抜き、水気を拭き
　　取ったらザルに広げて２～３日干します。カラカラになれば OK。

【材料】
ナス　………………　２本
青シソ　……………　３枚
カニカマ　……　１パック
米酢　…………　大さじ２
薄口しょう油　…　大さじ１
砂糖　…………　小さじ２
赤酒　…………　小さじ１
ゴマ油　………　小さじ２

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）
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記

 

ひとの動き
７月11日（火）～８月10日（木）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・江本　秀斗様　　東京都
・山口　修司様　　東京都
・志村　隼人様　　神奈川県
・豊嶋　直也様　　神奈川県
　　　　　　　　ほか多数

▶令和５年度寄附金額合計
　  　　３億8975万円
　　　　　（７月31日現在）

■お問い合わせ
　町企画課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
糸　田 大塚八さ子 97 八さ子
白　旗 井芹　和子 85 登
西寒野 有村　邦子 78 幸　洋
津志田 森口日佐子 98 健
早　川 山下ツヤ子 74 ヒサ子
麻生原 北野千鶴子 91 良　一
坂　谷 山下佳人利 76 黎　子
田　口 和田　盛義 86 節　子
世　持 園田イツ子 90 由美子
上早川 溜渕　キク 101 安　人
豊　内 小松丸せい子 90 せい子
芝　原 里形幸次郎 90 久美子
仁田子 田上　誠　 71 雅　子

ほか４人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

今月の婚姻夫婦　２組

住　所 氏　名 性別 世帯主
有　安 山下陽

ひ ま り
麻莉 女 賢　祐

麻生原 福田　隆
りゅうせい
成 男 誠志朗

ほか２人　

　
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
厳
し
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給

を
徹
底
し
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の

使
用
な
ど
熱
中
症
対
策
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
台
湾
と
本
町
の
、
中
高
生
の
国
際

交
流
の
取
材
で
は
、
生
徒
同
士
が
自

国
語
を
話
し
な
が
ら
身
振
り
手
振
り

を
使
い
、
一
生
懸
命
に
自
分
の
想
い

を
伝
え
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
外

国
人
に
話
し
か
け
る
一
歩
を
踏
み
だ

せ
な
い
人
も
い
る
な
か
、
言
葉
の
壁

を
進
ん
で
超
え
よ
う
と
す
る
生
徒
た

ち
は
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
今
ま
で
何
度
か
外
国
人
に
話

し
か
け
る
こ
と
の
で
き
る
場
面
に
遭

遇
し
な
が
ら
も
、
結
局
話
し
か
け
る

こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
い
た
経

験
が
あ
り
ま
す
「
彼
ら
の
よ
う
に
一

歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
志
）
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「
子
ど
も
た
ち
が
甲
佐
町
に
残

り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は

甲
佐
町
商
工
会
青
年
部
長
の
大
村

純
一
さ
ん
（
大
町
区
）。

　
商
工
会
青
年
部
と
は
、
商
工
会

の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
振
興
・
発
展
な

ど
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
組
織
の
こ
と
。「
青
年
部
は
、

地
元
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
活
動

す
る
若
手
商
工
業
者
の
集
ま
り
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
大
村
さ
ん
は
自
営
業
の
傍
ら
、

甲
佐
町
商
工
会
青
年
部
と
し
て
本

町
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
あ
ゆ
ま

つ
り
」や「
甲
佐
町
産
業
文
化
祭
」

で
も
「
ニ
ラ
飛
ば
し
」
や
「
ア
ユ

の
つ
か
み
取
り
」
に
携
わ
り
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
役

割
も
担
う
。
10
月
１
日
（
日
）
開

催
予
定
の
「
甲
佐
蚤
の
市
」
も
そ

の
ひ
と
つ
で
、
大
村
さ
ん
は
立
ち

上
げ
の
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

「
来
場
者
が
甲
佐
町
で
１
日
を
過

ご
し
て
も
ら
い
、
こ
の
ま
ち
の
人

の
〝
あ
た
た
か
さ
〟
を
感
じ
、
移

り
住
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
い
う
思

い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」
と
当

時
を
振
り
返
る
。
手
探
り
で
始
め

た
と
い
う
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年

で
11
回
目
を
数
え
、
昨
年
は
約

２
万
人
と
甲
佐
町
の
人
口
の
２
倍

近
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

　
「
今
年
度
は
美
里
町
商
工
会
青

年
部
と
話
し
合
い
、
美
里
町
と
の

連
携
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
甲
佐
蚤
の
市
が
ど
の
よ
う
な

形
で
実
施
で
き
る
か
は
未
定
で
す

が
引
き
続
き
町
単
体
で
は
難
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
も
、
両
町
の
強
み
を

活
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
」
と
町
を
超
え
た
つ
な
が
り

を
意
識
し
つ
つ
新
た
な
取
り
組
み

に
挑
戦
す
る
。

　
本
町
の
振
興
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
の
青
年
部
だ
が
、
部
員

数
の
減
少
が
深
刻
だ
。
大
村
さ
ん

が
入
部
し
た
16
年
前
は
30
人
ほ
ど

い
た
部
員
も
、
現
在
で
は
14
人
。

「
決
し
て
楽
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

人
と
の
付
き
合
い
が
多
く
、
そ
う

い
っ
た
つ
な
が
り
が
家
業
に
も
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
も

同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
と
と
も
に

何
か
を
成
し
遂
げ
た
と
き
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
し
、
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
ね
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
ま
ち
の

あ
た
た
か
さ
に
触
れ
な
が
ら
イ
ベ

ン
ト
を
体
験
し
て
、
大
人
に
な
り

笑
顔
で
甲
佐
を
語
ら
っ
て
く
れ
れ

ば
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
大
村

さ
ん
は
に
ぎ
わ
う
こ
の
ま
ち
の
未

来
を
見
据
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
気
あ
る

ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

Kosa
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おおむら じゅんいち / 令和５
年４月に甲佐町商工会青年部長
に就任。10月１日に開催予定
の「甲佐蚤の市」の企画・運営
にも携わる。

大村 純一さん
Omura Junichi

〔大町区〕
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ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

▲昨年の「甲佐蚤の市」で店主との会話を楽しむ来場者
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